
 

 

［成果情報名］液化炭酸ガス気化方式を用いたCO 2局所施用による増収効果 

［要約］液化炭酸ガス気化方式CO 2施用（液化炭酸ガス式）は株元から行うことでトマト群

落周囲のCO 2  濃度を効果的に高めることができ、換気の盛んな高温期においてもCO 2施用

による増収効果がある。大規模施設において液化炭酸ガスを低価格で購入できるとき用い

ることができる。 
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［背景・ねらい］ 

CO 2施用はハウス内のCO 2濃度を人為的に高めることで光合成を促し、収量を増加させ

る技術であるが、期待されるような効果が認められない場合が多く普及率が低い。その原

因として、これまでのCO 2施用が低温期の早朝から換気開始までの限定された時間帯で行

われていたことが考えられる。そこでCO 2施用時に熱の発生しない液化炭酸ガス気化方式

CO 2施用を用いて換気回数の増加する高温期におけるCO 2施用方法を確立し、実規模試験

において有効性を評価した。 
 

［成果の内容・特徴］ 

１．液化炭酸ガス気化方式を用いて、トマト群落の高さに相当する地上 55cm～200cmの

CO 2濃度をより短時間で高めるためには低位置からのCO 2施用が効果的である（図１）。 
２．燃焼式と比較して、液化炭酸ガス式では換気の盛んな時期においてもトマト群落周囲

のCO 2濃度をより効果的に高められる（図２）。 

３．従来は換気によりCO 2施用が制限されていた高温期においても、液化炭酸ガス式によ

るCO 2局所施用を行うことで、可販果収量がおよそ 12%増収する（図３、作型 1）。ま

た、慣行的な燃焼式炭酸ガス施用方法と比較して、群落中（高さ 55cm）に敷設した多

孔チューブによって液化炭酸ガスを施用する方法で 8～25%可販果収量が増加する（図

３、作型 2・3）。 

４．液化炭酸ガス施用システムの導入コストは栽培面積 50a でおよそ 310 万円となり、栽

培期間 10 か月、1 日あたりの消費量を 30kg として試算される液化炭酸ガスの年間使用

量は 9000kg/10a となる。 
 

［成果の活用面・留意点］ 

１．燃焼式でのCO 2単価 40 円/kgに対し、液化炭酸ガスをボンベで購入する場合は単価 120
円/kgと高価になるため、大規模施設(1ha以上)等でタンクにより低単価で購入できると

きに活用できる。  
２．ハウス内のCO 2施用濃度差を無くすため、CO 2流量を調節し、循環扇等で空気の流れ

を作る。 

３．CO 2施用の効果をより高めるため、温度・湿度制御を適切に行う。




